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静岡県浜松市立竜禅寺小学校

庄ヽ 校長 杉 山 勝治

いつまても 自らを育て高める竜小教育

連帯 と相関の中て‘‘

1 . はじめに

健康とは、常に現状をの リこえ て、よりよい自分を

創造しながら、最高の自分を作り上げてい〈という人

生を、生きぬ〈ことだ。

「生きる」 とは 「活動」すること 。なにごとも客体

としてではなく、主体とな って1動きかけていく 。即ち

「自分で自分を、よりよく支配する」ことだ。このよ

うな 「自主性」がひとりひとりの子供の内奥に育って

こそ、この子供たちは、 真実、 この国の主権者となる

ことかできる 。このような子供たちによ ってこそ、こ

の国の将来は、よりよく方向づけられ、より豊かに創

造されるであろう 。

私たちは、こ のような考え方に立って、自主的精神

にみちた子供のあらわれとして、めあてをも って、生

き生きといつまでも「ねばり強〈やりぬく 」姿を想定

し、本校の健康教育を、見直し、 計計画し、組織し、実

践し、再検討して進めてきた。

2 • 学区の概要

国鉄東海道本線浜松駅南、都心部商業指定区域、竜

禅寺 ・寺島 ・北寺協の 3町、 戸数約3.000,人口約

9,000人。

① 職業別から見た状況

会社勤めの勤労者 48% 商業を営む者 13% 

工業を営む者 10% 公務貝 7% 

土建業 7% サービス業 7% 

その他 8% 

共働きの傾向か強い。

② 家庭環境から見た状況

片親の家庭が9%もあり、その約80%が母子家庭で

ある 。経済的にめぐまれた家庭も多い反面、め〈:‘まれ

ない家庭もあり、格差か大きい。

③ 教育に対する関心の状況

一般的に教育に対する熱意は裔〈、 PTA社会教育

団体の活動は極めて活発であるか、その反面、関心の

うすい家庭も目だつ。

3 • 学校の概要

本校の開校は大正14年4月。
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視(I:、杵・辿?級21、特殊学級 l、児窟数 846人、教職

1135人、 （県‘代職員29人、 iii'{1/職且 6人）

4. 教育目標

いつまでも i'Iらを 、frて翡める (-供として

ねばり強くやリぬ〈 f-

●息＼ヽ や りのあ る（

((. 体E.I椋 ● 几気な(-

● 深くわえる （

雨リのある子

未

うしろ悉で＇
子供を育て嘩

5 • 教育目標具現の方法

教有日標具現の）j法としての教脊構想は、要約する

と次の図のように なる。児窟自身の自主的な努力に よ

るlfli、教師l、I身力沐!Iiiに連携を図 IJなから努力する而、

家庭の親、地域の人々 か自槌し機能を生かし ながら活

動する 1(1jとの、連僻と相1月の中て、1・1ら脊つl'I上性盟

かな児窟を期待し ているのである。
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・めあてI(いどみきたえる
・仲間とともに運動する

・食欲をもって謀類にとりくむ ・向由研究
・蛉口')Cf)考えをもつ • 読せ勃

・予現り検証・確瞑・応用の ・研野昧会
午哨じを使う．

・囲を生かす凌業改善

・ 細研究I誼 ）が1謬る

・紐治勧這して子供と
\~ 給い心にとliこむ

喜肉讃悲しみ忠共に
誤的合い分'I.JIち合う
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6 . 本校の特徴的活動

① 意欲に満ちた学腎づくり

意欲に渦ちた学習を展開するために、教材のし〈み

を見極めて、 ・学習過程の）店本的な段陪にどのように位

罰づけながら、学料を進めたらよいかの内部手）lit[を押

さえてきた。又、さらに深い息名を促し、学習効率を

底めるために学習集団のふん囲気づ くりや、学習のき

まり、しつけを身につけさせるよう努めた。

0学年発達に応じた基本話型、ハンドサイン

0聞く、書く、話すに応 したよい姿勢

0起立 ・着席の正しい姿勢

② 自らの力で築〈学校生活

0体力づく りでは

• おはようマラソン、部活動

7時35分から始業 5分前まで、マラソン、金管バ

ンド、サ ッカー、 ミニバスケ ット等の活動が生き生

きと展開される。

●竜の子なわとび

22段階による級 ・段位制、月 1回の昇級昇段審査、

本校の校技として定着している。

0保健面では

●健康カードによる自己評価

• バラシス教室での自主的運動 （ 肥欄児 ）

● う歯の完全治療、ぎょう虫の完全駆除

●視力予防教室、望遠訓錬、鉛箪B、HB使用

●側弯症対策として姿勢体操、姿勢尺、鏡

● 食後のうがい

0学校給食では

●芝生給食 （野外） ●栄蓑診断票

●誕生給食会 （毎月） • 栄簑クイズ

●交換給食 （低 ・高学年）

③ 好ましい行動をめざす生活づ くり

• 生活時間幣づ 〈リ

● 竜小よい—j-の自己評価

竜の子仲よし会

（竜の子仲よし会奉仕活動）

全校区を22区に分け、全児童63班、近所同志10人

前後のたて割りで編成、地域での体力づくり活動、

奉仕活動、遊ぴ等、慈欲的な活動を展開し、昭和55

年3月、浜松市長より善行賞を受けた。この組織は

災害時の避難組織にもな っている。

7 . 学校安全と環境衛生

① 学校安全

子供か自らの力で安全生活を創り上げることを主眼

にしながら、地域においては PTAを中心に地域の人

々が、子供たちの生活を見守り、活動や行動が安全で

より健康なものになるよう活動している。

• 安全点検日 （ 毎月 20 日 ）

• 児童会安全委貝会 （ 毎月第 1 木耀日 ）

• 通学路の安全点検と交通安全指祁
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• 交通教室 ・児童安全リーダーと父母と交通安全を

語る会等の特設

●地域防災組織との連携

地域防災組織の中に児童係を設け、 PTA安全委

員会 ・竜のチ仲よし会組織の一体化と地区別避難

所を定めた。

② 環境衛生

—[-供たちか自由に調べ、試し、働きかけると受け応

えか返ってくる。そのような創造性判断力を培う場と

しての環境づくリ 。

● おはようマラソンコースづくり

●花たんづくリ ●壁画づくり

●褐示づ くり ●地域の美化活動

対策をたて、それぞれの機能を生かして実践活動を展

開する中で、共に成長することを期待している。

（竜の子運動会）

（花だんづくり ）

（地域の教育力を高める会）

8 . 学校保健委員会の組織と活動

ぷ矯l1進衰的疾邸
氾諏ll)人々

児歪の生光の塔
．． ． 
友池家学
人娯‘庭狡

I 

地域戊苺翫プを
知碩

戸土`協A会会会浚会
挙校保虻李員会

放
師
児
雀
交
母
．誓等

9 • おわりに

• ふれ合い家族娃康運動、家族保健委員会

毎月 1回、児童か司会、家族ぐるみの実践を定め

自己評価票に記入、提出する。

• 地域別保健懇談会 (PTA・学校）

• 地域の教育力を高める会

児童の姿を全学区で探り、地域総ぐるみの目標 ・

紙面の関係で実践の

一部を、項目をら列す

る程度にしか述べられ

なかったことを、おわ

びします。昭和55年度

「健康優良学校全国特

別優秀校」の受貸を、

本校の 「健康教育元年」

ととらえ、諸賢のご指森を仰ぎながら、児童 ・職員・

PTA・地域一体の懸命の精進を続けていく覚悟を、

あらたにしている。
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自分の健康は自分の手て‘‘

ー地域ぐるみの健康教育一

1 . はじめに

この度、はからずも昭和55年度健康擾良学校全国特

別優秀校表彰の栄に浴し、職員一同決意も新たに今後

一層の充実を期し、努力している。

本校は、テーマ展開のために地域ぐるみの協力を得

て健康教育を推進してきた。特に心身両面の健康をね

らい、情操教育を核にして岡小の教育を進め創意と努

力を積み重ねてきている。

2. 地域の概要

岡崎市の南部丘陵地帯に囲まれた約2200戸の校区で

は区画整理が全面的に進められ年々世帯数が増加して

きている。

岡小の教育は、質実剛健の気風、体操学校としての

愛知県岡崎市立岡崎小学校

校長 杉田 富貴男

伝統の中ではぐくまれ、それか地域ぐるみの健康教育

を進める原動力 とな り学校教育への1仙力となってあら

われている。

3 . 学校の概要

明治 6年開校、大正末期から昭和の初期にかけ日本

ーの体操学校としてその名を馳せ、全国から参観者か

来校した。以来、体育 ・給食の研究発表会が数多く行

われてきている。

体位・筋力の劣る ことから昭和46年より業間運動を

開始し、現在まで毎日続けている。

現在の校舎は、昭和52年 3月区画整理の実施で現在

地に全面移転し 4年目、安全健康的、使いやすい環境

を目標に建設 ・整備を進めてき た。

健康教育も着々と進み昭和50年には県優良学校特選、

54年県大規模校最優秀校、．続いて55年今回の表彰を受
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けた。

4 . 本校の教育目標

地域、児童、学校の実態から"望ましい人間像、、を

次のように考え、教育課程編成の背骨としている。

(1)すこやかな子ども （健康、礼儀、親切）

(2)心豊かな子ども （思いやり、みずみずしい感性）

(3)じょう ぷな体の子ども （忍耐、鍛線）

◎本校の健康教育の進め方

(1) 基本的な考え方

健康教育→岡小の教育→人間の教育

健康教育の実践は、岡小の教育を展開することで達

成される。これは即人間教育に通するものである。そ

の主な内容は次の通りである。

他康教育 た-f- 校 家庭 地 域

(I)心身の他 ●教H体育 ●業開l運動 ●個人 ・親ー子 ●友達との遊び

康と体力 ●遊び 体力づ〈り ● グループでジョギンク

づ〈り ●声の便り ●声の使り ・子供会活動 (フ'/7ットト） 

●たてわり活動 ●遊び ●学区民体有祭 （全）

（給食、登校、仲よし常会） ・点球●パトミントン

111131 ●教育相談 • 新年歩け歩け大会

121翌かな、し、 ●児童集会（全校・学年） ●おはよう消柑

の育成 岡小タイム

●朝の歌

I'.?¥(!) ● さし木、一人一鉢

131健康で安 ●保他体カコーナー ●登校現地

全な生活 ●伯みがき(33 3方式） 指北

131 ●登校実地指導・児，保、委 ●歯みがき

l • l楽しい学 ●岡小タイム （七夕まつ

校づ〈り り、お月見の会、 6年

生を送る会）

121111 ●児童集会

15)地域との
●学校保健委員会

●地区別
連携 13) こん談会

5 . 特徴的な活動

(1) 心身の健康

ア‘‘声の便り、、で心の健康を

親・子 ・教師の意志の疎通を一層密にするた

め担任から各家庭へ毎月"声の便り、、を送り、

心の他康への助けとしている。

0発行月 1回

0テーマ 編集委員会で学校統一テーマ 1、学級

独自のテーマ 1、カセ ットテープヘ担任の声で

10分程度録音

o方法 録音テープを10本位にダビングして各家

庭へ希望の日に貸し出す。家庭てはテープを家

族みんなで聴き 、提起されたテーマ内容につい

て話し合う 。普段家族の対話不足を補った り、

学校生活、学級での子どものようす等に話がは

ずむ。学校へは＇｀声の便り返信、、として対話の

感想や意見が集まり、教育相談の材料や次回声

の便り編巣の参考にしている。

イ体の健康

〇業間運動

● ねらい

遊びの拡大とよく動くことのできる体づくり、

体力づ〈＇）への態度習恨化をねらう

●計画 <13分以内〉

4月 ーなわとぴ業間

6 -11月 ーローテーション業間

12月-3月ーミックス業間（マラソンとなわとび：

(1-2月） 一（業前マラソンとする）

4 -11月 一月曜日はダンス業間

●方法

ーなわとび業間

児童たちに親しまれている曲にあわせて 4-

5種類を跳ぶ

ーローテーシ ョン業間

1週間毎に学年がD-E -F -A -8 -Cと区域や

内容をローテーションし各区域内 4種のうち

2種目(1日に）自主運営の方向へもっていく。

いろいろ工夫した遊びを取り入れるようにし

（固定施設を使ってローテーション業間）
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（サーキ ットコースで準備運動）

(2) 豊かな心の育成

ア朝の歌

紺朝、全校朝の歌、学級朝の歌 （始某前10分）

で気持ちよい 1日のスタートかきられる。

01JI―!El 1嘩i感、好み、＇此え易さ等を名慮した年

間計画に従って選曲される。

o方法 lヵ月間同し歌を：：1/..: い、なれてきたらア

レンジして歌う 。

イ 児童比会で大合唱

全校児童か時と所を同じくして歌い、 岡小の一

貝としての自党を裔めなから心のふれあいを深

めたり、楽しい音楽経験をさせることを目指し

ている。

〇運営 児意会役貝、集会 ・放送委員、児甑会の

船会活動として月 1回（第4週）1単位時間実施

（児童集会で大合唱）

0主な内容 学級発表、リ ズム遊び、 体験 ・研究発表、

合唱、委貝会の連絡はか。

(3) 健康で安全な生活

‘‘自分の健康は自分の手で、、を合言葉に児窟の健康 ・

保健 • 安全に対する意識を高め、その習'In形成を図る

ため｀‘保健体カコーナー、、を各教室の一角に設けてい

る。

このコーナーの経営では 、 次の ， •.'!:に留慈している。

ア 月の保健安全目標をテーマにし、各学級で実態を

ふまえた実践目標を決める。

イ 実践を奨励するため興味 ・ 慈欲 • 関心を高めると

ともに持続性のあるコーナー経営をする。

ウ 料廿l't化を図るため、掲示物は継続、記録式方法を

とり 、美的で楽しいものにする。

~~ 心:;,~ュ.~&三ょ

（保健体脊コーナー (1年 7月）

(4) 楽しい学校づくり

児童媒会活動以外に、ゆとり時間 ‘‘岡小タイム、、 を

使って互いの理解と友梢を深めながら協力しあ って楽

しい学校づくりを目指している。

0年間計画

• 全校岡小タイム

1学期一七夕まつり、 2学期ーお月見の会、

3学期ー6年牛を送る会

●運営 児窟会役貝、各委員長、出会委員

●参加全校児窟

● 方法 木11/il日の午後 2単位時間を使って、(-ども

たちがアイディアを出しあって自主運営をしてい

る。学期 1回の盛り上かりの大きい楽しい行・ドと

なっている。

l 量→・ で
如~u ftWj' 一讐7疇

，，-Ht"、
’ヽ'",1、.... 
..、ツ
., .. 

• J #~A• 
囀≪‘• • 一
a、..、.

（七夕まつり ）
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（岡小の泉を囲んで朝の歌）

(5) 地域との連携

子どもたちの心身ともに建やかな生長を顧って学校

・家庭・地域社会か一体となり学校における保健活動、

体力づ〈りはもとより、地域における諸活動も柏極的

に実践している。いわゆる地域ぐるみの健康教脊を目

指している。

ア 学校保娃委員会

学校保他の推進/fり上を図るため、この会で学校 ・

家庭 ・社会生活における保娃安全活動や諸問題につ

いて話し合い、その解決をはかる。あわせて学区民

全体の健康への意識高揚をねら っている。

0運営定例学校保健委員会 学期 1IHI、その他必要

に応じて開催する。

0議題例 ・健康診断を終って ・むし歯の予防

・体力づく り ・夏休みの生活 . Ill'.'. 泣り、やせすぎに

ついて

0参加 校医さんを初め PTA、学区諸団体の方々の

出席が多〈、常時70%以上を越す熱心さであった。

イ 地区別懇談会

年 2回、会場は各町集会場で地区術に夜開催 （各地

区90%以上の出席）職貝 PTA役且と地区の父兄とか

膝を突き合わせ愁談会を行っている。

議題は、学習から交通安全、生活、体力づ くリ、 P

TA活動の問凶ま で、学校の保護者会に出ない内容ま

で幅広く 扱われ、しかも活発熱心な懇談が行われた。

こうして学校と地域PTAとの意志の疎通がはから

れ 1~·;窃義な会となっている。

げfの使りで話し合う家族）

人
一
鉢
づ
く
り

苗
の
定
梢

5 おわりに

今 Uまでの歩みか、この度認められ、はからずも受

甘の栄性に浴し、過分な審壺評をいただいた。その言

築を思い起こしなから、今から、岡小の歩む道を見定

め、新し〈 一歩をふみ出し子どもの真の健康教育を追

求し推進していこうと心に哲っている。

審査評

『教職員と地域の人びとが協力し独自の工夫と努力で

心もからだも、すこやかな児童を育てています。とく

に情操教育を核に据え環境整備をはじめ多彩な活動の

一体化をはかる他康教育の実践は他の学校の模範であ
（地区別愁談会）

る。』 （文責岩瀬光義）
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豊かな心

新if1県束頸城郡牧村立牧小学校

校長 山川 嘉 則

たくましい子を育てる牧小の教育

ー自らつくる健康生活一

はじめに

牧小学校か健康教育に取り組んだのは、昭和48年で

あリ、当時は木造の老朽校舎であった。

改築工事が始ま ったのは昭和51年で、現校舎を取り

壊しなから元の位祉に建築するという最悪の条件で、

騒音と危険にさらされ、屋外運動場も建築査材羅場に

使用され、体育の授業にも大きな制約を受けた。

しかし、この悪条件は困難を克服しようとする創意

と工夫を生み、不屈の意志を養

うのに絶好の機会となった。

以来、確かな学力に支えられ

たくましく 心豊かに生きていけ

る子どもを育てたいと教育活動

の全面に健康教育を位罹づけ、

実践を積み重ねてきた。

2 当校の概要

信越線高田駅より東へ約17km

へき地 1級地にある本校は、牧

村の中心に位置し村内、郡内の

各学校の各種会合や、研究推進

などの役割りをになっている。

昭和53年、村当局は村の中心校としての期待と健康

教育への顔いをこめ、巨額の経竹を投じ、北陸随ーと

もいわれる校舎を建築した。

新装な った校舎は、緑盟かな自然と保健衛生面の配

慮と、教育機器を用い学習の効率化を図る近代的な施

設設備を整えている。

また、校地も新しい感覚で環境づ〈りにつとめ、体

育施設や自然に親しむ施設などが改善充実されている。

児童は、牒山村にみられる素直さと純朴さを持ち、

校区民は、村の中心校を持つことを自負し、労を惜ま
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ず協力すると同時に学校の教育に理解と期待を寄せる

など深い関心をも っている。

3 受賞を支えたカ

(1) 研究の柏み重ねで高い学力

「基礎的な計算力、問題解決の向上を目さす算数

の研究」 「運動能力の向上を図る体育の研究」 「の

ぞましい人間関係の育成を図る学校給食の研究」「テ

レピを効果的に授業に位謹づける放送教育の研究」

と数多い指定研究か今も生きている。

(2) 活動する学校保健委員会

〇 昭和46年に学校保健委員会を設立、校舎改築に備

え、危険防止など児童を取りま〈環境整備の活動開

始、 53年、地域に根ざし子どもを取りまく地域社会

の健康観を確立し 、健康な村づく り運動とともに歩

むために役楊住民課などを含め、委貝会の組織を拡

大する。

〇 昭和49年「牧村子ども の歯を守る会」を結成、フ

ッ素洗口 、歯みかき運動の活動を開始する。

新潟大学歯学部の指導と協力を得て、年 2回の検

診、講演会、座談会を持ち予防から治療まで一貰し

た歯科衛生活動を展開し健全歯率63%になる。

(3) 全児童、教職員の情熱と研修

〇 全職員を指導計画部、環境整備部、査料調査部に

組織し、給食の指定研究、学校保健研究、教育機器

の研究と 3本の柱を調和させ、チームワークを取り

ながら精力的に進める。

〇 視聴党、健康教育と全国的に高いレベルにある先

進校の研究会には全職員が参加し、自校の研究に生

かすよう努力する。

(4) 効率的な活動でPとTの信頼

〇 能率的な会議の進め方、決定した事項を徹底させ

るために、各係りの働きかけで無理なく無駄なく継

続できる PTA活動の展開

〇 環境整備のために半日の奉仕作業を依頼する。

(5) 子どもと共につく り出す環境

〇 学校衛生活動優良校、県学校環境緑化コ ンクール

入選、県花いっぱい小中学校コンクール努力宜と数

多い受宜。

〇 雪どけを待って緑の丘マラソンコースの復元、野

鳥の森、走り幅跳び用砂場、みんなの広場づくりな

ど努力と汗で作る環境

4 牧小の教育

（］） 健康教育を推進する 3本の柱

盟かな人間性とたくましい気力、体力を持ち確か

な学力を身につけさせる牧小の健康教育は、それぞ

れ調和を保った三つの方向から、厳しくきたえ、基

礎を梢み上げる努力をさせることによ って進められ

る。

調和と協力て進む牧小の教育

(2) 牧小の子ども像

豊かな牧の自然の中で育つ心と頭とからだの健康

な牧の子を次のように考えている。

---・・・・・・・--・--------・-・・・・ 

⑥→iわ~ か る 子：←→ ：集中性 ・独創性

⑤→；きたえあう子；
9 ジ ：協調性

◎→；たすけあう子：

◎ →！つみあげてい〈子；←→ ：忍 耐 性

R →！まっすぐな、すなおな子：
，戸 ！柔軟性

⑤ →i気持ちよい明る い子! ' 

◎ →：のぴる力を持った子；←→ ：志 向 性：

〶'-・--・・・・・・・・--・・・・・・・--・・・・-・ 

(3) 子どもを育てる諸活動 (12ページ参照）

5 特徴的な活動

上記の諸活動の中の一部を述べてみたい。

(1) ゆとりと充実をねらう特別活動

0 大空の時間

削減で生じたゆとりの時間の一部は各担任の創意
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R鐸類磁欧縁該成肥．奴笛節球餃嘩閾澤ヵ冷恥’知．． くり
直示和磁虚用で‘色f)f.;,,覧の肴成 。逝びを作這氏のエ尺

〇よI.,'手の木バ約束で和する寿びの肴成

年間計画表

~ 牧村 っ て 仕~\できたえよう

どんな 村 •L.、と

1年
0飯田川で石ひろい あさかおの化を

0秋をみつけ よう さかせよう

2年
0魚．とりをしよう ひまわりを介てよ う

0秋の虫とりをしよう 教産をされいにしよ

3年
0牧村の季節だよりを へチマを了iてよう
しらぺよう みんなの広場をさ ll

4年
0村の昔の生活を じゃがいbを弁てよ
しらぺよう うさざごやをされいにL

5年
0村の地形を H<J. をつくろう
しらぺよ？ 校庭をき ILいにしよ

6年
0牧村の古ふんを 床みかさ 心みがさ

しらぺよう 学校を花一1,/,ICしよ

収穫 学級園

ニこつくパ――丁口了わせ

1,1: I 心と 体 助けあお う

おはな Lづく りを しよう IIi.Iこち lj!il)てあそば.,

牧村の甘,.IIJ¥をつくろ？

なかま勉強をしよう

？ 

よう
1 人形靡りをしょ・） ,'<'i=・,ltl1: 大会をしよ 1

1111 I年生おのでとう K会

5月1みんなて1乍ろう大さなこいを

6月1研究発表全，球技大会

IO月1迷動会をしよう

う I音楽会の繰i"Iをしよう
l'lct.1研究発；姜れをもとう

陸l油出会の紬料をしよっ
ぅ I卒業文集をつくろう ちょう戦しよっ

Jこ夫にまかされ、郷土を見直す活動、生産的活動、

文化創造(Iり活動、遊び教脊相談的活動の 4つに分け

実践している。

〇 子どもか主役のみんなの広場

旬月 1回の児謹比 会は、 「教え 、学び取る」ふれ

合いの大切な時ti¥]に、綿密な計画、準備：協力、奉

仕の大切さを体得する場になる。

〇 生き生きと活動する委員会活動

月初めの特設時間は各月の反省と計画に当て、他

は常時活動を行う 。給食時程の工夫で生じた昼の待
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ち時間、食後の時間は各委員会の発表の時間に 当てる

こ の時削は —(-ども逹に、励ましと宜賛 を与え 、次の活

動へのバネにな っている。

食後の発表リスト

自主番組編成

＜ 

食後の発表リスト 4月~6月 △印は給食のない日

曜 委員会 内 容 （題）

4月 2週 4月 3週 4月 4週

月 図書一 △ 委員の紹介、使用のきまり 本の題名クイズ (OHP) 

火 給食一 マナー指導 栄養板 クイズ（ミートソース）

水 放送一 インタピュー（新任順員） インタピュー（植木先生） 2年生学級めぐり（クラス）

木 給食ー パンとねずみ（紙しばい） 牛の大力 (OHP) 栄衰板 (4年生に）

金 保健一 マナー指導 保姪室へ来た時のきまり 定期健康珍断の結果

4月 5週 5月 1週 5月 2週

月 図書一 本を大切に（紙しばい） △ 読書屈の誤査結果

火 給食ー △ 今日の給食について 修学旅行のインタピュー

水 放送一 6年学級めぐり（手品） 4年世界のあいさつ⑥り作化） 1年学級めぐり（楽しいこと）

木 給食一 牛乳からできるもの チーズについて (OHP) 丈夫になった王子 OliWい）
金 保健一 △ 5年の保健活動 (OHP) 保鮭クイズ

5月 3週 5月 4週 6月 1週

月 図書一 △ 本の題名合わせ 図苫室のきまり (OHP) 

火 給食一 牛乳の性質 (OHP) 野菜クイズ 砂糖のクイズ

水 放送一 5年学級めぐり (OHP) △ △ 

木 給食ー くだ物クイズ 縦割りについて 給食についてインタビュー

金 保鯉ー 6年保紅活動（インタピュー） 虫歯について（紙しばい） 4年生の保健活動

の放送

(2) 全校一斉のランチルーム給食

〇 当校の基本的な考え方

当校では「のぞま しい人間関係の育成を図る給食

指森」 を次のように考えている。

目標の達成のための方策として、児童の内面化、

態度化を図る学級指導を撤底するための時間の確保

と査料の準備、充実したゆと リのある給食時間の設

定 （待ち時間、食後の発表も含めて50分）児童会の

組織を生かした奉仕活動、人間関係の輪を広げる給

食形態の多様化 （学級、通学班、隣接学年、全校縦

割り ）明るい心身を育てる環境づく りを工夫してい

る。
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r 乎／まし＼、人間関係」の構 1~1

本時展開案の

上に機器室

での学習の

写真を重ねる

ランチルーム

給食

(3) わかる喜びをもたせる学習指

it/, 

教育工学的手法により目標を

明確にし、 一斉学習の中に個別

学習を取り入れた学習過程を組

むことによリ 、わかる喜びを持

たせ自ら追求しようとする子ども、

を育てる活動を進めている。

(4) 予防から治療まで一貫した歯

科衛生活動

当校における歯科衛生活動の

重点は、新i対大学歯学部の協力

を得、次の 5項目に要約される

0継続的に行うフ ッ素洗ロ

0定期、臨時の歯科検診と治療の

撤底

〇給食後の全校柏みがき 、親子歯

みかき

0食生活の工夫 （パランス、甘味

制限）

0特設学指の時間確保で保健指森

の1放底

地域の歯科衛生に対する切実な

願望か根底にあるだけに地域ぐ

るみの取り組みがなされ、その

結果は治療率 100%、永久歯の

健全歯率21% (昭和48年）から

63% (現在）と目に見えてよく

なってきている 。

く本時展開案＞

〇要素の関係づけ

底辺や高さはもとの円(l)

半径と円l!](l)キ分の長さ

にあたる．

円周の+11

直径Xl14~2 で

土径X2 Xl ¥4S-2 

になる．

円周の+1,キ径X

J 1, でまとのらnる。

0円の面積の公式

円の面積＝ （ギ径）'X

（半径IX3 1, 

ー

25
_

40 

45 

｀` 

〇禎足プリントで作槃

別紙プリント

0モニター TV

舷否提示（通足プリント用）

032弓分した円の惧梨を伎って

設明する．

ONVシー ト47の1を間いて字

習プ ）クlのI-4をする。

3つ以上できた子は．字習プ

）クの問題をする．

_ __,, 0年習プ／ク .ワーク

l円1!1が9A1c, の円の面積を

ltllしなさい．

1半径JQc,の円の面積は、キ

径1c口の円の面積のなん倍

でしょうか．

0円の面積の公式をこと3でさ

らんといえる

-----w 0ボスト テスト 別紙プリント
児童の実態によ り． 次特に返

ることしある．
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（歯みかき ）

(5) 健康な目を守る運動

学期 1回の視力測定で異常者を発見し、報門医を

交えて適切な指森を行う 。また、目に対する意識の

高揚を図るため、健康コーナーの測定器を利用した

児童同士の測定や学級指導、学校保健委員会の充実、

毎日 3分間続ける眼球疲労防止と気分転換を図る望

遠訓練、各種環境整備等の活動がある。

昭和51年、 片眼または両眼の視力か0.9以下の者

か全児童の18%を占めていたが4%に滅少するほど

の効果をあげている。

（望遠訓練）

6 その他の活動

(I) リズムとゆとりのある牧小の一日

兆団登校、反省、朝の美化活動、みどりの丘の朝

のマラソン 、うがい、学習、給食、歯みがき 、業間

体育、消掃、そのどれもか明るいリズムに乗り、教

師の手を待たずに自主的に生き生きと展開されるは

ど定着している。

(2) 教師のアイテ7-で健康良習慣の形成

体力づ〈リトリムプログラム、ウルトラマンカー

ド、歯みがきカード、健康目標カード、読告カード、

よい子の木等、教師のアイテアによる手だては、子

ども達を楽しみながら目標に到達できるよう励まし

ている。

（よい子の木）

（みんなの広場）

(3) 児童理解と個別指森の1故底

給食の問題児に対しては、給食指森個別カルテを、

精神障害児には全職員共通理解で観察 ・指導を、学

（交通安全）
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力遅進児には特殊学級で個別指母をと一人ひとりの

子どもが劣等感や孤独感を持たず安定した気持ちで

精いっばい自己実現できるよう配慮している。

憩の木かげでの教師と子どもの語らい、 「先生、

アノネノート」 「声のボスト」と子どもの声を聞く

場の設定は、学校全体を明るく、暖かいものにして

いる。

（ターザン ロープ）

(4) 明る＜努力を惜まない牧小の教職貝

心も体も健康な職員は、健康な子どもを育てる 、

創造力と和と活力に溢れる後ろ姿を子どもに見せよ

うと研修の他に次のような活動を行っている。

〇 健康の日を毎月 1回設定、血圧測定、健康相談等

で病気の予防と早期発見、治療。

〇 健康に関する各種の保健梢報の提供。

〇 交通安全のための学習会 （自転車、バイク、自動

車等の正しい知識と技術の習得）

0 教職員の融和を図るため、毎月 1回職貝レクリエ

ーションの日の設定

〇 健康カードの作成、人間ド ックやへき地検診への

梢極的な参加を通して自己の健康管理の撤底。

(5) 効果をあげる学校保健委貝会

数多く会合を持ち話し合うことは好ましいことで

あるが、お互いに忙しい現代社会にあって、度重な

る学校保健委員会の開催は、参加者の限定、減少、

内容の不撒底、一部の委員による学校保健委員会と

いう問題を生じやすい。

そこで当校では、無理なく、無駄なく継続でき、

多数の意見を聞き、地域ぐるみのものにするために

次の配慮をしている。

0 起案 • …・・年間計画に 基づき 、小委貝会で問題を掘り

起こし提案事項を決定する。

0研究 ｝ 緊急の場合を除き、年 4回開き、提案さ...... 
協議 れた問題の解決方法を焦点化させた話し

合いにより見出す。

参加者は議題により決める。

0家庭へ ｝ • 各種広報を通じて内容の報告

の浸透 …・実践活動の報告 （親子で作るボスター

手紙等）で高まりを図る。

・アンケートによる評価

・広報で評価報告、校内展示等で発表会

を持ち、情報交換をする。

7 おわりに

牧小の健康教育についてその概要を紹介した。私達

は、立派な校舎にふさわしい牧小の子どもを育てるた

めに特別なことをするのではなく、どこの学校でもで

きることを子ども達と精いっばい努力してきたに過ぎ

なし‘。

昭和55年度、健康俊良学校全国特別擾秀校 （小規捩

校）として表彰を受けたのも、現在の学校教育に課せ

られた課題を直視し、地域と子どもと全教職貝のすば

らしいチームワークの成果だと確信している。

表彰状には次のように記されている。

『あなたがたの学校は、教職貝と地域の人ぴとが協力

し、独自の工夫と努力で心もからだもすこやかな児童

を育てています。とくに地域社会あげての支援のもと

で豊かな表現力と創造力を育てる健康教育の展開は、

他の学校の模範であります。ここにその細やかしい成

果をたたえます』

今回の表彰を新たな出発点とし、更にたくましく、

心身共に健康な子どもを育てるため精進を続けたいと

考えている。
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知• 徳・体の調和のとれた

健 康 教 育

ー特にふれあいの教育をめざして一

1 はじめに

戦前、 この地区は徴兵検卦で甲種合格が、県内でも

目立って多かったと聞いている。つまり、昔の日本軍

向きの、背は裔〈なくてもかっちりした体格の若者か

多か っ たようだ。 それか戦後 、 全山的に 一（•（共たちの身

長が大幅に伸びて、ここの子のいわゆるズンドウ型は

えらく見劣りがしてきた。 （現介でも低中学年の身長

は全国平均を下まわる者か多い。）

約15年前、当時たまたまスポーツテストの結果も、

県平均 ・全国平均を下まわる者か多かったという単純

な動機、そして児童の性格も柔顛ではあるが引 っ込み

思案、自主性 ・柏極性に乏しかった。

昭和41年 2月、今のモダンな新校舎竣工を機に 、以

上の動機等を踏まえて 、当初体力づ〈りと学校保健を

二本の柱として取り組み、以後15年間、健康教育の道

を地域ぐるみで歩んだ。

2 学校及び地域の概況

阿児町甲賀地区は、志摩半島の南岸、大王岬と安乗

岬のほぼ中間にあり、太平洋の波涵か打ち寄せる 白砂

の浜に面している。校区の世帯数は 566戸、人口 2,323

人。股漁業が中心であったか、現在は大エ ・左官を中

心とした建築関係業者と公務員 ・会社員等で約 6割を

占めるようにな った。経済的にはよ〈似かよ って貧富

の差は余り見られず、教育には非常に熱心な土地柄で

ある。

本校は、明治 9年に創立、昭和50年に 100周年を迎

えた歴史の古い学校である。昭和41年、現校舎の竣工

を機に、体育研究に学校保健の研究に、そして知徳体

の調和のある健康優良学校の道へと、実践と研究の努

三重県志摩郡阿児町立甲質小学校

校長 松村藤太郎

力を栢み重ね、 55年11月、全国特別俊秀校 （日本一）

の賞をいただいた。

児童数 207人 （男 111人、女96人）、6学級、養護

教諭、事務職員を含め職員数10名の小規模校である。

3 研究と授賞の歩み

41. 2 . 28 現校舎竣工、校歌 ・校章等制定

42. 11. 8 体育研究発表会 （県指定）

43. 10. 7 保健体育指導研究により全国表彰

44 - 45年 健康優良 2年連続表彰 （県教委）

45. 11. 5 学校保健研究発表会 （県教委）

46. 9 1 健康役良学校表彰 （県教委）

47 - 49年 健康俊良連続3年県一（県教委）

50. 3 28 運動場拡張工事竣工(3840m'拡張）

50. 9 . 1 健康俊良学校三重県一（県教委）

50. 11 3 全日本特選俊良学校 （朝日新聞）

51. 3 . 3 創立百周年記念式典挙行

52. 9 . 1 健康俊良学校三重県一 （県教委）

52. 11. 3 全日本特選優良学校 （朝日新聞）

53. 5 . 21 交通安全優良学校 （県交通安全協会）

54. 10. 20 学校安全文部大臣表彰 （文部省）

54. 11. 21 日本PTA全国協議会表彰

54. 11. 30 文部省指定むし歯予防研究発表会

50 - 55年 自転車乗競技地区大会6年連続優勝

55. 9 . 1 健康擾良学校三重県一（県教委）

55. 11. 3 健康俊良全国特別侵秀校 （朝日新聞）

56. 1 . 20 全日本交通安全協会長表彰

4 本校の教育目標と教育努力点等

長年にわたる本校の研究実践の実紐を常に問い直し
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つつ、知 • 徳・体の調和のとれた人間づくり、学校づ

くりをめざして、創意と努力を傾け、実践を梢み重ね

てきた。本校の教育目標と望ましい児童の姿は、次の

通りである。

(1) 教育目標

長年にわたる本校の研究実践の実紐を問い直し、

知 • 徳 ・体の調和のとれた人間づく り、学校づ〈り

をめざして、創意と努力を傾け、実践を梢み重ねよ

う。

(2) 本校のねらう児童の像

（個
人
と
し
て
）

（
集
団
の
一
員
と
し
て
）

(3) 昭和55年度教育努力点

①明る〈元気な子どもを求めて

(i)強〈たくましいからだづ〈り

(ii)自ら気づき、考え、実践する子ども

叫自分で自分のからだを守る子ども

②よく考え、くふうする子どもをめざして

( i ) 進んで学j~、やる 気のある子ども
(ii)ひと り、ひとりを伸ばす指西

(iii)授業をささえる条件の整備と、授業の効率化

③やる気とより豊かな心の子どもを育てるために

(i)ゆ．とりと 、ふしと 、感動のある学校づくリ

(ii)だれでも、どこでも 、いつでも守らなければな

らない基本的な生活指就の徹底

uiilより美しい心づくりと学校づ〈り

(4)本年度の研究

・-①知 ・情 ・意 ・体の調和のとれた健康教育の推進

②むし歯予防の継続的実践

③ 1人 1教科研究の積極的推進

5
 
本校の特徴的な教育活動

た〈ましい体、ゆたかな心 こんな子どもを

育てるために、知 • 徳 ・体の調和のとれた全人教育を

健康教育とふまえ、長年実践してきた。本校が今年度

はからずも全国特別1優秀校として受宜できたのは、

① 15年間の継続努力、 ②地域ぐるみの力強い活動、

③ふれあい教育の実践等によるものだ、と思っている。

そこで、本校の特徴的な教育活動の実践について簡単に

述ぺる。

(1) 10年以上も継続努力していること

① 晴雨にかかわらず続ける業間体育

昭和41年に、児童の興味と体力の実態に見合った

「なわ体操」を始め、45年からは 「棒体操」に、さ

らに50年度より現在の 「ボール運動」中心の業間体

育に切り替えて、今日に至っている。業間の短かい

時間を生かして、全校児童か心を一つにし、集団の

一員としての自党を高めさせると共に、自己の力を

最大に発揮し、合わせて体力づ〈 りの場としている。

業間の時間の流れは、次の通りである。

II 

限 1 準偵音楽 |ャ-ふ1~-:~ト1自由遊び 手洗い門ふ
目の体採を含め35分間、音楽によ ってリズミカル

に運営されている。なお、運動場が使えない時は、

「雨の業間体育」を低 ・中 ・裔学年ごと、遊び等を加

味して楽しい体力づくりに努めている。

5分 4分 6分 10分 5分 4分 lII

限

業
間
体
操

自
由
あ
そ
び

ア
ス
レ
チ

ッ
ク
で
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（業間体育のボール運動）

（みんな朝のかけ足）

② 毎日走り続

ける自主トレー

ニング

当初は全く自

主的に、ある学

年が日本一周を

目標に走ってい

たが、 49年頃か

ら全校児童が「自

主トレーニング」

として走るよう

になった。52年

頃、早朝から運

（素足で自主トレーニング）

動場を 100周以上も走る児童が出るなど、過熱化した

ので、 53年度から時間も制限し、現在のもっと身近

な「伊勢湾一周」 を目標とした。又、運動場や足洗い

場を整備して、 54年度から裸足で走るとか、記緑の記

入の仕方を簡単にする等、年々改善を加えた。

現在、毎朝 7時30分から 8時までを「自主トレーニ

ング」時間とし、その後10分間を 「朝のかけ足」の時

間として、年間通して白の半袖 ・短パン姿で全員一斉

に、教師も共に走っている。一周 150mの運動場2000

周で、伊勢湾一周 300kmを完走することになり、年間

約30名の完走者を数え、認定証とメダルを与える こと

により、励ましと意欲を高めている。それは続けるこ

との大切さを体験し、体力づくりと耐える心を養うの

に絶好の場である、と思っている。

③ 本校の華ー一心を結ぶ鼓笛パレード

心豊かな子供を育て、音楽による連帯感と集団美

を求めて、 38年度鼓笛隊は発足した。毎年の運動会

や町体育祭に、又中央実地審査等にも高く評価され

た鼓笛隊は、4年以上 （一部3年）およそ 100名前

後で編成し・ている。本年度は、校歌→歌えパンパン

→ ソーラン節→甲賀音頭→まりと殿様→今日の日は

さようなら→線路は続くどこまでも等。

④ 一貫して続けるむ し歯と近視の対策

本校は15年間、むし歯治療率は殆ど 100%、これ

は自悛してもよいであろう 。当初は歯科医の協力で

曜日を決め放課後、教師の引卒による集団治療によ

り達成した。その熱意が反映してか、以後親の責任

により 100%治療を継続している。なお、 53-54両年

度、むし歯予防推進校として文部省指定を受け、予

防の面からも永久歯のむし歯発生率を14.1%におさ

える等、新たな成果を収めている。

なお、近視対策でも10年間遠望訓練習を行い、

51年以降は中国式の「目の体操」を取り入れ、今も

根気よく続けている。今年度視力 0.9以下の児童は
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10.6%、真剣に取り組んでいる割には、目立ってよ

〈はならない。然し、テレビの見方や姿勢等の指迎

も合わせて、目を大切にすることへの古/'ll't化と快l心

を深めるためには、少なからず役立っているものと思う。

⑤ わか校保健教育の推進役 「学校保健委員会」も通

諄 70回を越える。

⑥ 無言による清揺指的、花い っぱい運動、あいさつ
．．．． 

述動（おあしす述動）等を始めて10年余、よく定着し

てきたものと思う 。

(2) 広がる家族ぐるみ地域ぐるみの活動

人生は生活習慣の連続である、とさえ言われる 。中

でも性格なり枯本的な生活習間の形成には、この親子

ぐるみ ・地域ぐるみの活動でないと、本当の力になら

ないと思う 。長年にわた って培われた、学校と家庭と

地域の結びつきか、その根底にあ って始めて、新たな

信頼と協力関係か生まれ、ますます広かりと深まりを

見せるようになる。紙面の都合で、長年実践されたぐ
．． 
るみの活動を、簡単に項目のみ列挙したい。

①広がる親子体育の日 （毎月第 3日lll1!、48年～）、土耀

夜の親子ナイター、親子ハイキングヘと地域ぐるみ

へ広がる。

②家族そろ って健康相談—家庭健康の日 （ 毎月第 1

土曜、 49年～ ）

③ 目を守りかまんすることを教えるノーテレビデー（週

1回-3回、 52年～ ）

④ノ ーテレビデーを生かす親子読瞥 (53年～、 Hltl日は

各家庭で自主的に決める。）

⑤おやつなしデーからおやつ工夫デーヘ (53年～、毎

週 1-2回）

⑥ PTA奉仕作業から親子作業へ （年 1回）

⑦親子で相談する学年保健委員会（年 3回）

⑧先駆的な阿児町学校保健会 (41年～）

⑨その他交通安全指森、よその子もしかる運動、おあ

しす運動等地域ぐるみで。

(3) 心を結ぶ本校のふれあい教育

教育は人によ って 人を作る営みである。盟かな人間

性の育成を1頷う教育は、何よりも人間尊重の精神を基...... 
盤にした‘‘心のふれあい、、を大切にしなければならな

い。ふれあいを求め、ふれあいを大切にし、そのふれ

あいの中から健かな子供の育つことを信じ、本校では

51年度から意図的 ・積極的にふれあいの場や機会をも

ち育てた。それは又、この豊かで美しい自然や郷土を

守り育てる心にもつなかるであろうと思う 。

① 連帯感を高める仲よしグループ

たての人間関係を育て、全校児童の連帯感を高める

ために、上級生と下級生のふれあいの場として、たて

わりの仲よしグループを組織化したのは51年度、鉦年

見直しふくらませて渦 5歳にな った。

上級生と下級生とのふれあいの中で、上級生には責

任感 ・指導性 ・親切心・計画性等、また下級生には所

属の一員としての協力の仕方、誠実 ・友惜 ．感謝する

心等多くの教育的価値をねらっている。そして、当初

は消船 • 愛校の時間に始まり、北会活動 （ 七夕』巳会 ・

竹馬集会 ・クリスマス暴会等）、又は遊び梨会等に、今

年は学校水泳や仲よし給食等の学校行事で、又来年は

仲よし遠足へと、可能な限りその場を広げている。

（竹馬行進）

(1年生の「あさがお」の研究発表）

（研究発表を聞く全校生徒）
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（やっとできあがった七夕集会のかざりつけ）

（上級生と下級生のふれあい）

組分けは、約30人の 7グループで編成し、 1年間そ

のメンバーも担任教師もかわ らず、 心のふれあいを求

めている。

② ゆと りの時間を 「ふれあい タイム」で

新指甜要領の考え方を、結果的には先取りした形に

なるか、 54年度は集会や児童会の時問に、また本年度

は土曜日をノーカバンデーとし、第 3限 (10: 35-11 

: 20)を 「ふれあいタイム」 と名づけ、教育課程外の

学憫時間、すなわちゆとりの時間として特設し 、計画

的に実践している。

ア．ふるさと学習 （昭54.巣会活動）

老人とのふれあいの中で、ふるさと甲賀のよさを学

ぷことによ って、故郷を再発見し 、又老人と共通の場

を意図的 ・計画的に教育の場にくみこむことによって

年
よ
り
と
の
ふ
れ
あ
い

ー
踊
り
を
学
ぶ
ー

敬老の心も自然に培われるであろう 。合わせて、自然

とのふれあいの中で作る喜びも味わわせたい。

月 1回、今までに約20回実施したか、中でも盆おど

り、わら細工、 昔の遊び等は特に感動的であっ た。

ィ．全校音楽 （昭48-音楽集会として）

全校児童の心のふれあいによる連帯感を高め、明る

く楽しい学校づく りを目指し、合わせて音楽教育の向

上をねら って始めた。当初は集会の前後等に歌ってい

たか、組織的 ・柏極的に取り入れたのは、 51年度から

である。

年度当初に選ばれた月 2曲程度の曲を、音楽クラプ

の伴奏で声高らかに歌い、合唱し、輪唱し 、時には合

奏も加える。又はリズムにのって動作し、幾重にも輪

になって全校児童が歌い楽しむ。

ウ．遊ぴの指w.(昭53-遊び媒会として）
心身の健全な発達を期待する時、子どもから遊びを

奪ってはいけない。子どもの遊びは即生活であり 、喜

々として遊ぶその中で学習し成長し発達するものであ

る。本校では「明るい元気な子ども」を育てるために

慈図的に遊びを取り入れて 3年になる。中でも集団遊

ぴや伝承遊びを、可能な限りたてわりで実施している。

工．愛校の時間 （昭51-)

校
庭
の草
引
き

児童に慟くことの大切さや喜ぴを教えるため、 51年

度より 「愛校の時間」と名づけて、たてわりで草引き

• 石拾い・大掃除等を計画的に設けた。 「自分たちの

学校は自分たちで美しく」を目標に、雑草と石ころの

ない学校をめざしている。
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愛校のふれあい （親と子の作業）

親子のふれあい （登茂山ハイキング）

③ 親子のふれあいから地域ぐるみのふれあいヘ

教育の原点、少なくとも性格形成の原点は家庭教育に

ある、と言っても過言ではない。本校では児童の心と

体の健かな育成を願って、ここ数年来、親子のふれあ

いを栢極的 ・創造的に進めてきた。紙面の都合でその

主な項目だけをあげたい。

ア．親子体育の日 （昭48-毎月第 3日曜）

ィ．家庭健康の日 （昭49-毎月第 1土曜）

ウ．親と子の生活記緑 （昭54-)

エ．ノーテレピデー （昭52-)を親子読掛ヘ

オ．おやつなしデーからおやつ工夫テ‘‘ーへ

カ．地域に根づいたあいさつ運動

キ．よその子も叱る運動等

④ 美し・い郷土や自然とのふれあい （略）

,i 

6 まとめ（今後の課題も含めて）

15年間の健康教育をふり返って、長い道程ではあっ

たが、今、自信をも って言えることは、

(1)子どもが変わったこと 教育は子どもを変革す

ることだ、と 言われるが本校の子どもは明る＜元気、

常に生きているという感がする。子どもを見てほしい。

(2)「継続は力なり」 を実感として味わい、新たな校風

らしいものを築いた。簡単なことを撤底して実践し、

それが確実にできればその次のことも波及的にできる

ものである。簡単な事かできない時は何もできない。

(3)「ふれあいの教育」 は、心の教育、愛と信頼の教育

である。教育は人なりと言われるが、教師の姿勢が最

も大切だと思う 。

(4)教育の実績は、 家族ぐるみ、地域ぐるみそして学校

との関係が常に太〈密でなければならぬ。

(5)教育は、常に評価が大切。それも具体的な評価の視

点をはっきりさせ、評価し、見直し、フィードバック

しながら確実におさえ、大きく進まねばならぬ。

(6)もっと子どもの心の内面にくいこんだ教育をしなけ

ればならぬ。形よりも心を大事にする教育、本物の教

育へと願ってやまない。とにか〈幸福な子どもになっ

てほしい。

く参考までに〉今まで紹介されている雑誌等

● 児童心理 (381,385,404,407号他3冊）

• 小学校教育の創造 （ 昭53 ) 第一公報社

●学校体育臨時増刊 （昭52.12)日本体育社

●総合教育技術増刊 （昭53.11)小学館

● ホームドクター （昭56・2月号）朝日新聞社

等
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盟かな心、たくましい体をめざす

東明教育

＜校令正Jfli〉

1 学校の概要

昭和-19年 4月、よ〈似た）乱校の三校を統合して、

新設された1m校 7年Hの学校である

昭和55年度は、児章数約 470名で、学級数IJ学級て

ある。

校下は、昭和43年、砧U」・麻岡産業都市計画の中で

憐1;むしたti;Lil新港の束部に隣接し ている U
昭和28年 4月に、新湊市に合併したIIJ汁1jct江 • 本江

・し美村の三地区からなり、人口約5000人、戸数約13

OU戸で、 兼業牒家か半数以上の半丁．半）~1地域である 。

校舎の民 ,-.に立つと、北に旋汁かの日本ilit、東から南

にかげて白・サの雄大な北アルプスの山々、南から西に

は肥沃の岱山平野、西には巨船の倅泊する畠山新沿か

切まれる。

2 教育目標の具現化をめざす学校運営

(1) 教育目標

心身ともに他康で、知性に閥み、 'h'J採翌かで、た＜

ましい実践力を身につけた自主的 ・創造的な人間の育

成を図る。

● 進んで学び慟〈子ども ＝知＝

● きまりを守り助け合う子ども＝徳＝

● 健康でねばり強し、千ども ＝体＝

富山県新湊市立束明小学校

教頭 山崎為雄

(2) 目標の具現化を図る教育課程

教育課程を一人の子供の立場から見直し、教育活動

の総合化を図る教育課程を編成する。

0 教育目標が、児童一人一人の姿に具現するよう 、

児窟の発迷段階や能力を名え、学苦や生活に結びつく

簡明な行動目椋を持たせる。 「目当て達成コーナー」

を設け、!'I已，i軒dliを中心として、 一人一人の児童によ

る自已秤理をめざす。

〇 児J)i:の娃康の保持 ・妍進と安全指i!+. 秤理に努め

安全でii'濯な閑坑つ〈りに努める。

0 充火した遊具や施設を活用して、体力つ〈リを推

し進める。

創作したリ ズム述動 ・縄とび運動 ・ポール述動を常

時行 っ たリ、的当て ・ 鉄枠 ・ 登り棒 • 水泳 ・ 縫とびにつ

いての段階表を作り 、児甑一人一人か、目当てを持っ

て挑戦し 、より上の段階への到達を目ざすようにする。

0 教育活動を総合的なものにし、教育目標に即した

効米あるものにする 「束明活動」を充実する。そのた

めに、活動のねらいや相互のかかわリを明らかにして

計画 ・実施し、楽しい活気ある学校生活が一府充実す

ることを図る。

(3) 本年度の学校運営の重点

教有活動全体について総合化する立楊から、活動相

互の関連を I・分名え、学校の教育目標の達成を図る。

〇 ゆとりある充実した学校生活を実現するための教

育活動の粕選と負担の適正化。

0 「 3 つの 目当て 」 を達成するための道徳教育 • 生

徒指祁や体育指速の充実。

〇 各教科 ・領域の中核的な目標を達成するための基

礎的 ・.J&本的指導事項の撤底を図る指祁法の改善。

0 教育目標と教育活動の一体化を図る視聴党教材利

用の日常化。

〇 指辞の成立と学料の成立をめざす評価の適正化と
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H標管理の1足進。

3 教育目標の具体化 (3つのめあて）

(1) 具体化の方途

0 教育 H標に枯づき 、学年ごとの年間の具体目標を

知 • 徳・体の 3つの指標とし て設定する。

〇 知 • 徳 ・体の 3つの指標から、学級の児窟の実態

に即して、学級の具体目椋を設定する

0学級の目標を、さらに、具体化して、 一人一人の児

窟の能力や1,~1 ·1牛に応じて、 「私の3つのめあて」とし

て、決定させる。

〈学年の指標〉

(2) 具体化に際しての留意点

0学級の 日標を 「私の 3つのめあて」として設定させ

るため、学級の実態に即して、 3-5段階の達成目標

を示して、決定させる。

〇 担任は、 一人一人の児猷の「 3つのめあて」を.t.'J.

検し、不適当と 思われるも のについて、助言し再名さ

せる。

0 「私の 3つのめあて」は、児童のi'I主的，；平ilttiか可

能で、達成に可柚l性のある具体的なものにする。

〇 児窟相互が学ひ合い、裔め合うように「私の 3つ

のめあて」を、その学級の廊下に、縦続的で祝党化に

工夫をして10ホし、その達成に向かって、具体的な行

動で協力し合うようにする。

0 教育目標を具体化し、児甑の姿に具現化させるこ

とか、全校教職員の自主的笠埋になるよう、総合評価

を行い、その到達度を測り 、問題．点を明らかにして、

指＃計画へのフィードパックを行う 。

4 自立自学をめざす東明活動

(1) 東明活動設定の視点

0 教科 ・領域の枠内では扱えない活動c

く私の 3つのめあての自己評価〉

教科 ・領域の指森だけでは、全人的な教育について

欠ける面が生 じ易い。教科領域の枠内では設定しに〈

く、さらに、教ff活動の発展的 ・総合的な活動とする。

〇 子どもの発達に即していて、主体的に取り組める

活動

自巾で利J:心：工夫の翌かな活動が期待でき、 -rどもか
主体的にnらの力で取り紐める活動を打える 。 fども
の判味 • 関心 ・必要性などの実態に即し て、 無理のな

tヽ 活動にする

0 本校の条件に合った活動

教育課程の中に組み込め、地域性や施設・設備を名・

えて活動を設定する 。

〇 場所・連i;t. 材料 ・経11i等に無理のなしヽ 活動。

おかれた条件内で、実現し易い活動を名え、無理し

ない。形式的に流れないで、継続や発展の望める活動

をと'!I・. ける。

(2) 活動のねらいと内容 次頁

(3) 体力つくり活動例 ••• マラソ ン大会

「砧山県マラ ソンの 旅 」として、鉗朝継続して行

っているまとめを12月の降雪前に実施する。

ヽ

く5, 6年生は 5kmの校内マラソ ン）
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(2) 活動のねらいと内容

区分 ねらい 活動内容

〇 いろいろの述動や遊びをとおして体 ・業11¥Jj巫動、自由遊び ・チャンピオン大会 （鉄棒 ・

体力つ〈り 力の向上をめざす。 登り枠 ・的当て ） • 水泳大会 ・巾球大会 ・マラソン

活動 0保健に閾する基本的軒-/1'tの育成をめ 大会 .-1;・Lリレー大会 ・リレーカーニパル

ざす。 ・給食後の歯みがき ・手洗い ・うがい ・目の体採

表現の

活動

0学校生活を一府楽し 〈閥かにするこ

とをめ ざす。

0植物を栽培し脊てることによ って、

・学級の歌づ 〈りと発表会 ・父母への使り

・夏休みの体験発表 ・読害感愁文発表会

・自作童話会 ・七夕北会 ・匹のカーニバル

• 音楽染会 ・ 涎!I:.~会

・一人一鉢栽培 ・学校牒l心l・学級園 ・学校花駁づ く

作る慟〈

活動

自然愛護の心を伸ばす。 リ・除草と秤理。

0環境の美化に努める。 ・佼地の除}','(・校令内清拙 （たてわりによる班）

0作業を通して、勤労の粕神を高める ・ワックスによる床みかき ・ガラス拭き。

調べる

活動

ことをめざす。

0郷土のよさをみつけ、郷 Lを愛する

心を高めることをめざす。

(4) 表現の活動例 • • 雪のカーニパル

1年-6年の縦割りによる 10グループで、題材を打

え制作する。

く雪のカーニパル〉

(5) 作る・働く活動例…一人一鉢栽培

1年-3年はベコニア、 4年-6年は小菊を育て、

11月にコ ンクールを行う 。

(6) 調ぺる活動例...お祭り

このグループは、祭りのおみこしを調べ｀それを作

り、 実演して、発表した。

・一人ー研究

叫 クlj ( 衣食住の変化、昔の遊び、 行 • j,; 、ことわざ、

名をり、伝説、 ）i言など）

（海や川の魚、 プランクトン・植物の分布 .i餡函、

海浜の植物、砂浜の変化など）

＜苗を鉢に植える〉
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＂
 （明治41年；1,11: 足）

長野県南佐久郡

臼Fl:I町立臼田小学校

校・J:-,;; 平林宰一郎

校芹i・

校l"lから見た校舎正面

めあてをもって

せいいっぱいやりぬく 子ども

1 はじめに 校一高等f学校かある 。全校児窟数 630名である。

臼田小学校は昭和35年より昭和38年までの 4年間長

野県健康i髪良学校とな った。以来20年間、学校保健、

健康教育に力を入れてきた。昭和54年度は長野県健康

叩憂良校となり昭和55年度は長野県健Uif髪良校となり

全国俊秀校 （中規桧校）の栄昏に輝いた。

学校教育目標は「めあてをも って せいい っぱいや

りぬくイども 」である。

チども一人ひと りか自分の目標や課題をも って、そ

の解決に立ちむかい追究する子どもを育成することを

念顧としている 。

学校保健活動、健康教育は一時間一時間の全活動を

通しておこな っており、特に事後指＃を大切にしてい

る。

2 学校の沿革及び概況

開校以来 108年の伝統をもつわが校は侶越線小諸駅

から小湘線に乗りかえ臼田駅下車、徒歩20分の所にあ

る。臼田町の中心部で官公庁関係の出先機関、商店街

がある。人口16.000人余の町であり、阻小学校一中学

校舎総rM柏 4. 700111' 

体育館 630nf 

用地而梢敷地他 8.626111' 

述動場 12. 701111' 

プール 465111' 

学級数は20(内特殊学級3)である。

3 本校教育のねがい

学校教育目椋 「めあてをも って せいい っぱいやり

ぬ〈子ども」

(l) 児窟 自分のめあてにせま ってい〈途中で1前のこ

とをふりかえりながらねばり強くめあてに立ちむか

つ。

(2) 教師 ＋ども の追究するめあてへの修正と指森と

変容をねら っ て —f- どもと語リあえる 。

(3) 学校運菌の要点

① 道徳教脊、理科教育の研究と実践。

② 新指＃要領にそ った本校教育課程の修正と編成

と一時間一時間の教科指導の充実。

③ 勤労生産的分野での教育の充実。

④ 健康安全教育の日々の実践と充実。
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4 本校教育の特色と実践

(1) 全校いなご取り ーいなご文庫図魯充実

(2) スケートースケート教室の開設

(3) 課外活動

トランペ ・ノ ト鼓隊、合唱クラプーi憂良校となる。

スケートクラプ、体力気力の允実。優貨に輝く 。

伝統をも っている。

(4) 児鉦一人ー研究と全校発表会

職貝一人ー研究と発表、まとめを冊子

(5) 業間体力づくり、はっきり運動

(6) 花づ〈り、一人一鉢、学年花だん、・学校花だん、

町を花いっぱいに。

(7) 創造の時間 学級追究活動 （テーマをきめてとり

くむ）

(8) 学習指導研究

理科信）・I、i理科教育研究大会 (11月15・16日）300余

名参加

道徳 文部省指定道徳教育研究発表会 (12月4日

300余名参加）

臼田町の小 ・中学校か地域指定

保健教育 発達段階に応じた性教育のあり方

5 保健教育の重視

学校保健委員会での問題として体格に比べて体力か

ぉちている。虫歯のり患率が全国平均よりおちている。

骨折・打ぱくか比較的多しヽ ......など。

自分の健康は自分で守り自分の力で増進していくこ

とをモ ットーにして学校と家庭 ・地域の連携プレーか

あってこそ効果があかるものである。

毎朝始業前校舎のまわり (500m)をマラソンして

6 本校の具体的活動と実践

(1) 全校早朝マラソン

校舎一周か 500m何周まわるか個人によりことなる

か個人票 （臼lfl→小諸→上野）日本一周を目標にとり

〈んでいる。

マラ ソンの個人記録

マラソ ンのクラスの記録

(2) 花づくりと健康

一人一鉢づくりを学級、学年、全校のメイン花だん、

そして町へ大鉢を出し地域と の結びつきを考え実践し

ている。

にニ-・
花と一人一鉢運動と健康を願って
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(3) 業間体操 （はりきり運動）

第 2校時休み時間 (lo分間）をはりきり運動の時間

として日課表に位置づけ、学級、学年体操を独自で考

えて実施する。

第2校時の休み時間（ハリキリ運動）の棒体操

また全校運動として、棒体操、なわとび、ブランコ

タイヤくぐり、平均台 （電柱利用）などの運動を行っ

ている。

校庭の一隅の平均台 （電柱利用）

(4) 授業中の姿勢を正して

授業における姿勢を正して （ベニヤ板使用）

このクラスでは目立って授業中の姿勢が悪かったの

で担任の女子0先生は、背のうしろ、いすと身体の間

へ、ワラ紙をはさんでいたか、紙の音かするのでやめ

て、ペニヤ板にかえて、姿勢の矮正に努めた。姿勢が

悪いとベニヤ板か、いすの上へおちるので予どもたち

は姿勢の悪いことに気づく 。アイデアにとんだ簡単な

正しい姿勢の矯正に役立つ。

(5) 学校給食と全校一斉歯みかき

たのしくおいしい学校給食 （町の給食センターで）

もりつけも後かたづけも、自分たちの手で、と、はりき

る子どもたち、手ぎわよ く、さめないうちにいただけ

る。

たのしい給食時、もりつけもぽくとわたし

給食後、教室内や教室外での歯みがきの励行、習性

化がねらいであり、実践化するところに指埠の大切さ

がある。

給食後の歯みがき 全校一斉

(6) トイレの清掃も

清掃の時間は、給食後の休み時間の後、一斉に15分

間、タテ割り清掃を実施。1年-6年までがーグルー

プになり分担地域へ三三五五散らばり上級生と下級生

の人間関係ができ心のふれあいに効果がある。 トイレ
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の泊掃も自分たちが行い、清潔なトイレで用便できる。

トイレの清掃もぽ〈たちで

ー

(7) 自作の背柱測定器を考案して

古障子を利用しての側わん症の第一次発見に大いに

役立っている。養護教諭の0先生が考案し自作したも

のである。町内四小学校でも利用している。当校自慢

の一つでもある。

自作の背柱測定器

(8) 追究活動を通しての健康づ 〈り

本校では学校裁最の時間 （創造の時間）を週 2時間

とり各学級では、児童中心に諸活動を展開している。

例えば追究活動の実践として一年生は「でんでんむし」

とか、「まめの変身」とか、四年生では、「ニワトリの一

生」、五年生では「稲荷山とわたくしたち」とか。六年

生の二組のとり〈みは、「タイムトンネル」と題して古

代の住居の復元 （遠足、修学旅行を通して大深山遺跡

の住居跡の見学、土呂逍跡の見学）にとり＇くみ古代人

の精力的な勤労と創意と工夫に、魅力をもち健康的な

生活とその智恵を知り、 8ヵ月かかってみごとに完成

した。思い思いの服装をして、この家の中で食事をと

った。校庭の桜並木の一隅に今もこの住居がある。

追究活動 （古代の住居にとり〈んで）と大昔の健康

1 あとがき

本校では特別に健康の時間をとり 出しての実践では

ない。教育課程にそ った一時間、一時間の授業の中に

保健活動があり健康教育かあり 、その実践活動にと り

くんでいる。たとえば授業中に教師の机間巡視とい う

場而がある。そのとき児童の姿勢をみて姿勢の矯正が

てきる。その気づきか、そのつみあげが今回の1憂良校

の栄貸に雄いたことと思われる。また佐久病院があり

校医の先生がた全員が児童の娃康に留意をも っている。

編集後記

• 随康擾良学校の栄誉ある表彰をお受けに

なられました学校に対し、深甚なる敬意

と祝慈を表します。

また、お忙しい時間を割いて、費重な玉

稿をお寄せいただき、恒例の特集号を発

行できますことを感謝しております。

• この小誌が、お読みくださる方々のご参

考となり、健康教育への関心が深まりま

すよう念じますとともに、ますます、ご

発展をお祈りいたします。

＜係〉



昭和55年度 健康優良学校

大規松の部 (19学級以上）

全国特別俊秀校 静岡県浜松市立:,氾神 、り小学校

全国特別1斐分校 愛知県Jif;jiii伽Ii立Ji!,jl崎小学校
全囚俊秀校 Jifr]山県外、9名郡山陽町立山賜小学校
全国 1斐分校 山l」県光巾立:i.1<:iJ小 学校
仝 Ji!f髪分校 東爪都盟，l,','ilメ'.ii:高松小学校

中規校の部 (18学級以1、7学級以上）
全且If斐分校 皐都府・東部巾―_I/ー・イ「祈小学校
全 IJIf袋 秀校 怜,;岡県辿賀郡辿賀町立Ji、•渡小学校

全田｛袋分校 富山県新湊市立東明小学校

全国擾秀校 に野県南佐久郡臼川町立．「J田小学校

全国俊秀校 栃木県下都賀郡大平町立大平•東小学校

/」ヽ翡計乱の音f5(6学級以下）

全国特別俊秀枚 名Ir潟県束頚城郡牧村立牧小学校
全国特別役秀校 三軍県志摩郡阿児町立甲質小学校

全国俊分校 島収県岩美m;岩足町立!JI後小学校
全国俊秀校 内森県黒石市立壮H -• 1 -:小学校

全国優秀枚 山LI県徳山市立、馬，1:,';小学校
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体力をつけ健康を保つ

歯・骨を丈夫に……
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